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「ミドルマネジメントの復権と創造」
「トップ、ミドル、現場」の 3軸すべてが強い経営をあるべ

る。中軸であるミドルマネジメントの復権にまず着手すべき

やデータから見る限り、ミドルの疲弊感は著しい。失われた

、日本企業は再生を果たしたかに見えたが、人材育成、特に

メント強化は停滞したままと言わざるを得ない。 

複数の要因が絡み合った経営問題と認識すべきである。研修

く問題と見誤ってはならない。源流には「普通以下の人材は

す経営姿勢」や「外発的動機付けへの固執」があり、組織の

プレイングマネジャー化等々、企業の組織、人事、研修に関

在のミドルマネジャーたちに負の影響を蓄積していった。 

張は、ミドルマネジメントが持つ本来の創造性やエネルギー

めの環境の創造にある。そのためには「自由と信頼」をベー

的動機付けを、いかに組織の理念や仕組みとするかがこれか

となる。 

ミドルマネジメントの「復権」に努めなければならない。経

マネジメントの間に信頼の強い絆を結ぶよう関係の修復を

ならない。ここがすべての出発点となる。 

トルにある「創造」には 2つの意味がこめられている。彼ら

ための環境の創造と将来の組織構造に適したミドルマネジ

創造である。善き風土（＝土台）の上に、組織、人事制度、

なされる。ミドルマネジャーやその候補者は、期待役割を理

に、主体化しなければならない。主体化したミドルマネジャ

場は「ミニ経営チーム」や「プロジェティスタ」という新た

わしい。 

付けという天恵は過去のものとなった。内発的動機付けを源

ダイムに転じることが必要である。プロジェティスタ化の推

ミドルマネジメントの活躍する道を切り拓くものと期待して

ること”の動機付けの世界から、“面白い仕事をする”動機

、できるだけ早く舵をきるべきである。 

ジャーとして力を発揮したいという強烈な意志とそれを受

の創造が相まってミドルマネジメントの復権と創造が実現

。
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本提言の主張は、ミドルマネジメントが

持つ本来の創造性やエネルギーを解放す

るための環境の創造にある。

そのためには「自由と信頼」をベースと

した内発的動機付けを、いかに組織の理

念や仕組みとするかがこれからの発展の

鍵となる。
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